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 朝鮮人特攻隊員の
表象   歴史と記憶のはざまで 

 

植民地支配や戦争をめぐり、戦後80年近い今なお日韓で記憶のずれと対立が続いている。日本軍に所属した36

万人以上の朝鮮人の詳細は、いまだ不明なことも多い。本書は、特攻死した陸軍朝鮮人特攻隊員が新聞や雑

誌、映画、ポスター、慰霊碑などでどう扱われてきたのかを分析し、「軍神」「被害者」「裏切り者」といった多様なイ

メージを押しつけてきた両国の近現代を歴史社会学の視座から考察する。 
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